平成１９年度広島県キャリア教育推進フォーラム開催結果

１　開催期日　　平成１９年１０月６日（土）

　

２　会場及び来場者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　（人）
	会　場
	学校関係者

（PTA含む）
	一　般
	来賓・発表者等
	合　計

	広島県立ふくやま産業交流館（ビッグ・ローズ）
	３７７
	３３
	１３０
	５４０


３　実施内容及び発表者等

	項　　目
	発　表　者
	所　　属

	児童生徒による発表

『聞いて，私の夢』
	鉄岡　優志
	[image: image1.jpg]


庄原市立西城小学校　　　

	
	洲﨑　優花　　村上　あおい
	呉市立呉中央中学校

	
	西山　友紀
	広島県立竹原高等学校

	講　　演

『夢や志をはぐくむキャリア教育』
	菅田　秦介
	福山商工会議所会頭

	事例発表

『小・中・高等学校が連携したキャリア教育の推進』

（福山市新市地域）
	宮地　賢治
	広島県立戸手高等学校主幹

	生徒によるシンポジウム

『体験活動が私にもたらしたもの』
	池本　よ志子【コーディネーター】
	[image: image2.jpg]


株式会社ディア・フォロン

代表取締役　

	
	佐々木　友梨佳
	安芸高田市立八千代中学校　

	
	荒谷　友美
	福山市立新市中央中学校

	
	原　　絢未
	広島県立大竹高等学校

	
	藤井　知美
	広島県立西条農業高等学校

	ポスター・セッション

おすすめ！『わがまちのキャリア教育』
	キャリア・スタート・ウィーク推進地域：

廿日市市，呉市，府中町，海田町，熊野町，坂町，安芸高田市，大崎上島町，世羅町，神石高原町

キャリア教育実践モデル開発地域：

大竹市，東広島市，竹原市，庄原市西城



４　成果と課題

【成果】

· ・来場者のアンケートによると，全体の約９割の人がキャリア教育について理解が深まったと答えた。
· 児童生徒による発表では，それぞれが，自分の夢や職場体験等の体験的な学習を通して学んだ夢に向かって学び続けることの大切さ等について発表し，キャリア教育の意義や必要性について，来場者に理解してもらうことができた。
· 講演では，産業界が求める人材や，児童生徒に身に付けてほしい基礎・基本とはどのようなものなのか等教育界に求める意見を聞くことができ，学校や家庭におけるキャリア教育の進め方の参考になった。

· シンポジウムでは，中・高校生のシンポジストが，職場体験等で得られたことなどについて，自分の思いや意見を率直に語ったことに対して，多くの来場者が，「よかった。」という感想をアンケートに寄せ，体験活動によって成長した子どもの姿を認めてもらうことができた。

・ポスター・セッションでは，事前に掲示物を熱心に見て回る参加者が多かった。また，各地域の具体的な取組みやその成果などについて積極的に説明者に質問していた。これらを通して，各地域の取組みを広めることができた。

【課題】

· アンケートで，「キャリア教育について理解が深まりましたか。」という問いに対して，回答した教諭の約１２％が「どちらともいえない。」，約３％が「ほとんど深まらなかった。」と答えた。これらの教諭の自由記述には，「教科内容とキャリア教育とのかかわりを明らかにした取組みについて知りたい。」などの意見があった。本年度末に作成する「キャリア教育実践の手引き」の内容を充実させ，それを活用して，キャリア教育の推進を図っていく必要がある。
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